
文化財の一般公開について 

南足柄は、奈良・平安時代に東国と西国を結ぶ大事な官道（足柄道）

があったため、大変歴史がある地域です。 

この度、弘済寺ではお地蔵さん修復に合わせて、歴史と文化に触れていた

だこうと、お寺に伝わる文化財を一般公開いたします。 

弘済寺かわら版でいままでに紹介した仏像や掛け軸等も出展予定で

す。まだ紹介をしていない文化財の中に高さ 22 ㎝から 23 ㎝ほどの

木食観正の作と伝わる観音木像が 18 体あります（戦前は 32 体安置

されていたようです）。このお像を彫られたのは、江戸時代にこの辺りを

巡り歩いていた、木食観正（もくじきかんしょう）という聖（ひじり）で

す。小田原を拠点に関東一円へ加持祈祷しながら布教をし、多

くの人々を悩みから救ってい

ました。その評判は江戸にも伝

わり、ご利益を求める信者さん

が観正のもとに殺到したこと

から、「今弘法」や「小田原上

人」と呼ばれ崇められていまし

た。そんな大人気の木食観正作

の観音木像と掛け軸 2 幅も展

示予定です。 

 

今から 1200 年前、弘法大師空海さまは嵯峨天皇より東寺を賜り、真言密

教の根本道場としました。仏の教えを立て、宗派を開いたということで、そ

のことを「立教開宗」といいます。その時より真言宗は現在まで歴代天皇から庶

民までたくさんの人たちの信仰を集めてきました。 

是非ともこの記念すべき年に真言宗 誕生のご本山 東寺 へご参拝ください。 

100 年に 1度の祝賀の年を一緒にお祝いしましょう。 

10 月 7 日 ㈯ 〜 8 日 ㈰ 

◎ 交通:往復新幹線 

◎ 旅費:4 万円前後 

◎ お問い合わせ、お申し込みは、 

（0465-74-1717 玉野）まで。 

詳細は参加希望者に直接ご連絡します。 

 

 

  

🔵ヨーガ教室🔵 

講 師：Lomdii ともぞ～先生 

日 程：毎週水曜日 10 時から 

場 所：弘済寺本堂にて 

参加費：1回 1,000 円 
※ 7月 26 日はお休みです 

タピボン教室  
講 師：ﾀﾋﾟﾎﾞﾝ手芸研究所  

山岸万里子先生 

日 程：毎週第 2水曜日 14 時から 

  6 月 14 日 

  7 月 12 日 

  8 月 9 日 

場 所：弘済寺客殿にて 

参加費：1回 1,000 円 
※ 初めての方は事前にお申込みください 
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に贈った詩 

     

像の背面には一から三十二までの漢数字が‼ 

 

平成30年12月東寺参拝時五重塔前で

檀信徒のみなさんと記念撮影 
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えこうばしら

と善の綱 

本年の地蔵まつりでは、 

お地蔵様の指から境内に 

立てる「回向柱」まで、 

ご参拝の皆様との縁を繋 

ぐ「善の綱」を張ります。 

この柱や綱に触れる事で 

計り知れない力が得られるとされています。 

お地蔵様のご誓願「抜苦与楽」 

の功徳をいただきましょう。 

転読法要の模様（神戸 西代寺にて） 
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有限会社 勝又 

南足柄市飯沢 12-10 

☎（0465）74-2306 
 

足柄ハリカ 
南足柄市飯沢 51－4 火曜定休日 

TEL（0465）74-5221 
 

イメージ画像 

★ JIZO NIGHTは小池陽人さんの法話とあの伝説のバンド 出演決定！！ 


